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エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
影
響
を
受
け
に
く
い

再
エ
ネ
先
進
国
ス
ペ
イ
ン

　
２
月
28
日
か
ら
の
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン

へ
の
軍
事
攻
撃
以
来
、
世
界
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

が
起
き
、ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
り
、中
東
か
ら
の
原

油
輸
入
に
頼
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
脆
弱

性
が
改
め
て
顕
在
化
し
ま
し
た
。

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は「
需
要
側（
節

約
）こ
そ
最
大
の
戦
略
備
蓄
で
あ
る
」と
強
調
し
、
各
国

政
府
や
企
業
、家
庭
に
、交
通
・
空
調
・
公
的
機
関
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
削
減
を
中
心
に
、
10
項
目
の
緊
急
行
動
を

示
し
て
い
ま
す
。実
際
に
、多
く
の
国
で
は
化
石
燃
料
の

使
用
抑
制
の
呼
び
か
け
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
奨
励
や
義
務

化
」、「
公
務
員
の
勤
務
日
削
減
」、「
空
調
温
度
の
制
限
」、

「
学
校
や
公
共
施
設
の
時
短
」、「
公
共
交
通
の
利
用
促
進

と
車
両
利
用
の
抑
制
」と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の

削
減
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
が
行
っ
て
い
る
備
蓄
放
出

や
ガ
ソ
リ
ン
補
助
金
の
支
給
は
、
長
期
的
視
点
で
見
れ

ば
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
脅
か
す
化
石
燃
料
依
存
か

ら
抜
け
出
す
解
決
策
は
地
産
地
消
型
で
あ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
り
ま
す
。
再
エ
ネ
導
入
の
加
速
と
と

も
に
、
使
い
捨
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
は

じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
自
体
を
縮
小
す
る
省
エ
ネ
の

取
り
組
み
も
重
要
で
す
。

　
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、
Ｇ
７
加
盟
国
中

最
低
水
準（
２
０
２
３
年
度
15
・
２
％
）で
、一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
８
割
、
電
力
の
７
割
を
海
外
か
ら
輸
入
す
る
化

石
燃
料
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
貿
易
収
支
を

見
る
と
、自
動
車
、半
導
体
製
造
装
置
等
の
高
付
加
価
値

品
で
稼
ぐ
外
貨（
２
０
２
４
年
28
兆
円
）を
化
石
燃
料
輸

入（
２
０
２
４
年
24
兆
円
）で
費
消
す
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
は
、国
富
の
海
外
流

出
を
食
い
止
め
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
す
。

　
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）に

よ
る
と
、
２
０
２
４
年
に
は
再
エ
ネ
が
世
界
の
新
規
発

電
設
備
増
加
量
の
92
・
５
％
を
占
め
、年
間
５
８
５
ギ
ガ

ワ
ッ
ト（
Ｇ
Ｗ
）
分
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
太

陽
光
単
独
で
も
過
去
最
高
と
な
る
４
５
３
Ｇ
Ｗ
分
が
加

わ
り
ま
し
た
。再
エ
ネ
は
、す
で
に
世
界
で
新
た
に
導
入

さ
れ
る
発
電
設
備
の
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。

　
現
在
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
状
況
の
中
で
、

比
較
的
そ
の
影
響
を
受
け
に
く
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
と

な
っ
て
い
る
国
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
ス
ペ
イ
ン
は
風
力
・
太
陽
光
を
中
心
と
し
た
再
エ
ネ

比
率
が
高
く
、
輸
入
化
石
燃
料
依
存
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
世
界
的
な
原
油
や
ガ
ス
価
格
の
混
乱
に
対
し
て
比

較
的
影
響
を
受
け
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
は
欧
州
の
再
エ
ネ
先
進
国
で
、
２
０
２
３

年
時
点
で
国
内
電
力
の
約
50
％
が
再
エ
ネ
由
来
で
す
。

特
に
風
力
が
23
・
５
％
、
太
陽
光
が
14
％
を
占
め
、
地
理

的
条
件（
北
部
沿
岸
部
の
風
、南
部
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方

の
日
照
）を
い
か
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
中
東
か

ら
の
石
油
・
ガ
ス
供
給
に
依
存
す
る
必
要
が
少
な
く
、国

際
的
供
給
停
止
や
価
格
急
騰
の
影
響
を
緩
和
し
て
い
ま

す
。

　
ス
ペ
イ
ン
は
早
く
か
ら
再
エ
ネ
管
理
の
た
め
に
送
電

網
制
御
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
）を
設
立
し
、風
力
や

太
陽
光
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
監
視
・
調
整
し
て
い
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、需
要
変
動
や
供
給
過
剰
に
も
対
応
可
能
で
、

停
電
リ
ス
ク
を
低
減
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、蓄
電
池
や

揚
水
発
電
に
よ
る
ピ
ー
ク
調
整
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
政
策
面
で
は
、１
９
９
０
年
代
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度（
固

定
価
格
買
取
制
度
）に
よ
り
、再
エ
ネ
導
入
を
迅
速
化
し

ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
０
０
年
代
に
は
風
力
発
電
年
間

導
入
量
で
世
界
第
２
位
、
太
陽
光
で
世
界
第
１
位
も
記

録
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
屋
根
置
き
型
太
陽
光
な
ど
小

規
模
分
野
は
ま
だ
全
体
の
数
％
に
と
ど
ま
り
、
Ｐ
Ｐ
Ａ

（P
o
w

er P
u
rch

a
se A

g
reem

en
t

）に
よ
る
市
場
モ
デ

ル
で
民
間
導
入
も
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　「
国
家
統
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
計
画
」（
２
０
２
３

年
度
）で
は
、石
炭
の
段
階
的
廃
止
、太
陽
光
57
Ｇ
Ｗ
、風

力
59
Ｇ
Ｗ
、洋
上
風
力
３
Ｇ
Ｗ
の
建
設
目
標
を
設
定
し
、

再
エ
ネ
比
率
を
さ
ら
に
上
昇
さ
せ
る
見
通
し
で
す
。
今

後
適
切
な
政
策
と
技
術
革
新
が
進
め
ば
、
２
０
３
０
年

の
再
エ
ネ
目
標
は
達
成
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
送
電
網
制
御
セ
ン
タ
ー
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ（
風

力
発
電
出
力
最
大
許
容
発
電
量
を
予
測
・
制
御
す
る
シ

ス
テ
ム
）に
よ
る
風
力
出
力
予
測
技
術
の
導
入
で
、系
統

制
御
を
強
化
し
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
や
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
活
用
に
よ
り
、再

エ
ネ
電
力
の
安
定
的
供
給
と
投
資
環
境
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
攻
撃
な
ど
で
原
油
・
ガ
ス
の
供
給
が
不
安
定
化
し
て

も
、
ス
ペ
イ
ン
の
電
力
シ
ス
テ
ム
は
再
エ
ネ
と
国
内
ガ

ス
・
揚
水
発
電
等
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が
比

較
的
強
固
で
す
。こ
の
分
散
型
・
地
産
地
消
型
の
シ
ス
テ

ム
は
、輸
入
化
石
燃
料
依
存
が
高
い
国
々
に
比
べ
、価
格

高
騰
や
供
給
不
足
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
一
方
、
２
０
２
５
年
４
月
に
は
大
規
模
停
電
が
発
生

し
ま
し
た
。こ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
太
陽
光
・
風
力
な

ど
イ
ン
バ
ー
タ
ー
系
電
源
の
無
効
電
力
調
整
能
力
の
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、送
電
網
・
系
統
用
蓄
電
池
設
備

の
拡
充
に
よ
る
需
給
調
整
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、小
規
模
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
、大
規
模
風

力
・
太
陽
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
実
施
、洋

上
風
力
開
発
の
推
進
、送
電
網
・
蓄
電
設
備
の
拡
充
に
よ

る
需
給
調
整
力
の
拡
大
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
は
高
い
再
エ
ネ
比
率
、
制
御
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
系
統
運
用
、政
策
面
で
の
支
援
に
よ
り
、世
界
的
な

化
石
燃
料
危
機
に
比
較
的
影
響
さ
れ
に
く
い
構
造
を
確

立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
特
有
の
地
理
的
特

徴
、長
年
の
戦
略
的
政
策
、技
術
的
対
応
の
組
み
合
わ
せ

を
反
映
し
た
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
を
含
む
他

国
に
と
っ
て
も
再
エ
ネ
普
及
や
安
定
供
給
の
参
考
に
な

る
も
の
で
す
。


